
とっとりドローン活用推進セミナー  

令和６年度 

 

 令和6年12月23日（月）13：00～15：45 

鳥取県立図書館2F大研修室 
（鳥取市尚徳町101） 

 令和6年1月に発生した能登半島地震では、被災状況の確認や緊急物資搬送等、様々な場面でドロー

ンが活躍しました。また、買い物弱者や労働力不足等、年々深刻化している様々な社会課題に対応するた

め、国の規制緩和や多様な機能をもったドローンが登場するなど、活用の広がりが期待されています。 

 本セミナーは、災害時や平時におけるドローンの利活用を推進するため、災害時の活用事例、海外・国内

の先進的活用例や最新動向を紹介して、ドローンの産業活用等の可能性を考える機会とするものです。 

【プログラム】 

〇基調講演（13：10～14：00） 

「能登半島地震における災害時支援と今後の平時、災害時のドローン活用について」 

一般社団法人日本UAS産業振興協議会（JUIDA） 参与 嶋本 学 氏  

〇特別講演１（14：10～14：50） 

「欧米、中国におけるドローン活用の最新動向について」 

ヤマト運輸株式会社 イノベーション推進部 マネージャー 皆地 恵実 氏   

〇特別講演２（14：55～15：35） 

「ドローンを緊急時に活用するための平時の産業利用の可能性について 」 

株式会社ＧＥＯソリューションズ 代表取締役 藤井 達司 氏    

〇鳥取県のドローン実証飛行計画等の紹介（15：35～15：45） 

【ご参加いただきたい方】 

・鳥取県内でドローンを活用したビジネスや施設点検等の効率化等を実施・検討されている事業者 

・地域の社会課題の解決策や公共施設の維持管理コスト等にお悩みの行政担当者 

講師紹介、申込方法等は裏面に記載 

先着100名 

～年間612フライト、110時間飛行した産業利用事例の紹介から、鳥取県の各分野の産業でドローン活用を検討する一助に～ 



【講師紹介】 

 陸上自衛官として指揮、広報等の各部門で勤務する間、ドローン要員育成、ドローン利活用促進、民間ドローン団体との

連携強化にも携わる。 一般社団法人日本UAS産業振興協議会に所属後、令和6年1月に発生した能登半島地震におい

ては、現場で行政と協力企業間を調整し、ドローン運用に携わる。 

〇一般社団法人日本UAS産業振興協議会（JUIDA） 参与 嶋本 学 氏 

※一般社団法人日本UAS産業振興協議会（JUIDA）・・・  

 2014年に国内の無人航空機産業の健全な発展に貢献することを目的に設立。 

 次世代移動体システムに関わる最新動向等、情報周知活動を行うほか、無人航空機の運航に関わる安全対策・人材教育に注力しており、

政府との対話、政府への提言も積極的に行う。  

 能登半島地震では、災害時応援に関する協定に基づき、危機管理責任者を現地に派遣し、協力企業とともに被災者捜索、薬品配送、被

災状況空撮、ドローンポートを利用した土砂ダムの定期監視等を実施。（災害時に大規模に無人飛行機を運用した事例は国内初） 

〇株式会社ＧＥＯソリューションズ 代表取締役 藤井 達司 氏    

 航空写真測量と地理情報関連のシステム構築を主業務とする株式会社GEOソリューションズを平成17年に創業。令和5

年9月鳥取市に事務所を開設。CAD・GISといったシステム開発技術を活かし、いち早くドローンによる公共測量を手掛ける。

近年では、無人機を活用したデータ取得、ソフトウェア開発を行うとともに、ドローンスクールを主とする教育や映像事業を進め

る。令和6年9月に鳥取県と『ドローン・レスキューユニットへの参加に関する協定』を締結。 

〇ヤマト運輸株式会社 イノベーション推進部 マネージャー 皆地 恵実 氏  

 ヤマト運輸株式会社では、大手物流・航空会社がそれぞれドローン輸送の実証試験、社会実装をすすめるなか、今後の国

内の物流市場を見据え、未来の物流を考えるプロジェクトの一環としてイノベーション推進部を中心に、ヨーロッパやアメリカのド

ローン物流に関する環境整備や中国の社会実装された先進事例、動向について情報収集、戦略立案を行っており、皆地氏

は中心的なリーダーとして活躍。 

令和6年度とっとりドローン活用推進セミナー参加申込書 

ふ じ い   た つ じ 

しまもと  まなぶ 
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